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▼
令
和
5
年
光
市
は
た
ち
の
集
い

▼
公
共
施
設
木
質
化
事
業
エ
ン
ブ
レ
ム
・
デ
ザ
イ
ン
を

発
表

▼
7
春
の
セ
ン
バ
ツ
に
光
高
校
野
球
部
の
出
場
が
決
定

▼
令
和
4
年
度
「
光
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
認
定

▼
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ラ
ッ
ピ
ン
グ
ポ
ス
ト
を
市
役
所
前
に
設
置

▼
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｉ
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
２
０
２
３

▼
7
光
高
校
野
球
部
が
春
の
セ
ン
バ
ツ
で
初
勝
利

▼
機
構
改
革
に
よ
り
、
都
市
政
策
部
、
環
境
市
民
部
を

設
置

▼
1
ゆ
ー
ぱ
ー
く
光
来
場
者
１
０
０
万
人
達
成

▼
光
市
民
間
提
案
制
度
「
コ
ネ
ク
テ
ッ
ト
・
ラ
ボ
ひ
か

り
」
の
受
付
開
始

▼
衆
議
院
山
口
県
第
2
区
選
出
議
員
補
欠
選
挙
が
執
行

▼
省
エ
ネ
家
電
買
替
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

▼
3
「
ひ
か
り
の
魅
力
発
信
・
発
見
支
援
事
業
」
の
募

集
開
始

▼
光
市
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル

▼
水
道
ま
つ
り

▼
「
未
来
の
パ
パ
マ
マ
応
援
事
業
」
赤
ち
ゃ
ん
ふ
れ
あ

い
体
験
を
実
施

▼
大
和
総
合
病
院
が
自
治
体
立
優
良
病
院
表
彰
を
受
賞

▼
雇
用
の
日
メ
ッ
セ
ー
ジ
フ
ェ
ア

▼
梅
雨
前
線
の
大
雨
に
よ
り
災
害
警
戒
本
部
体
制
　

市

内
に
避
難
指
示
を
発
令

▼
ふ
る
さ
と
光
の
会
総
会
・
交
流
会

▼
海
の
家
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
を
開
設

▼
海
開
き

▼
ク
リ
ー
ン
光
大
作
戦

▼
2
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
チ
ャ
レ
ン
ジ
光
ひ
ま
わ
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
ひ
ま
わ
り
見
学
会
を
実
施

▼
4
タ
イ
ム
送
水
管
を
埋
設

▼
光
花
火
大
会

▼
周
防
柱
松

▼
9
中
国
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
バ
ス
が
周
防
営
業
所
の
廃
止

を
表
明

▼
7
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
ヨ
ッ
ト
競
技
で
活
躍
し
た
光
高

校
と
聖
光
高
校
の
生
徒
が
市
長
に
報
告

▼
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
光

▼
ひ
か
り
応
援
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
購
入
申
込
受

付
を
開
始

▼
5
伊
藤
公
資
料
館
特
別
展
「
伊
藤
家
愛
蔵
品
〜
ふ
る

さ
と
光
市
へ
の
贈
り
物
〜
」
セ
レ
モ
ニ
ー

▼
周
防
猿
ま
わ
し
の
会
デ
ビ
ュ
ー
45
周
年
記
念
公
演

(
〜
3
日
)

▼
6
市
長
と
語
ろ
う
！
ひ
か
り
未
来
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

開
始

▼
２
０
２
３
光
ま
つ
り

▼
光
丘
高
校
跡
地
に
浅
江
中
学
校
を
移
転
す
る
方
針
を

市
議
会
で
表
明

▼
早
長
八
幡
宮
秋
ま
つ
り

▼
光
駅
南
口
駐
車
場
で
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
出
店
の
社
会
実

験
を
実
施
(
〜
16
日
)

▼
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｉ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

▼
7
国
体
の
ヨ
ッ
ト
競
技
で
優
勝
し
た
光
勢
が
市
長
に

報
告

▼
伊
藤
公
カ
ッ
プ
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

▼
市
長
と
気
軽
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
(
お
で
か
け
版
)
を

同
日
と
31
日
に
実
施

▼
大
和
総
合
運
動
公
園
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト

を
整
備

▼
お
っ
ぱ
い
ま
つ
り

▼
9
日
鉄
ス
テ
ン
レ
ス
の
設
備
更
新
に
関
す
る
協
定
書

に
調
印

▼
7
杭
州
ア
ジ
ア
大
会
の
柔
道
競
技
で
金
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
た
田
中
志
歩
選
手
が
市
長
を
表
敬
訪
問

▼
図
書
館
ま
つ
り

▼
光
市
総
合
防
災
訓
練

▼
7
日
鉄
ス
テ
ン
レ
ス
硬
式
野
球
部
が
社
会
人
野
球
日

本
選
手
権
大
会
に
出
場

▼
犯
罪
被
害
者
週
間
Ｉ
Ｎ
光

▼
ひ
か
り
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

▼
市
長
と
語
ろ
う
青
少
年
の
つ
ど
い

２
０
２
３
年
の
主
な
出
来
事

1
月
8
日

　
　

13
日

　
　

27
日

3
月
3
日

　
　

5
日

　
　

19
日

　
　

22
日

4
月
1
日

　
　

5
日

　
　

24
日

　
　

26
日

5
月
8
日

　
　

24
日

　
　

　
　

30
日

6
月
4
日

　
　

28
日

　
　

　
　

30
日

7
月
1
日

　
　

　
　

2
日

　
　

15
日

　
　

16
日

　
　

26
日

　
　

27
日

　
　

29
日

8
月
5
日

　
　

7
日

　
　

　
　

18
日

　
　

23
日

　
　

25
日

　
　

27
日

9
月
2
日

　
　

26
日

10
月
1
日

　
　

4
日

　
　

　
　

8
日

　
　

12
日

　
　

　
　

15
日

　
　

17
日

　
　

21
日

　
　

25
日

　
　

　
　

29
日

11
月
5
日

　
　

7
日

　
　

　
　

10
日

　
　

　
　

11
日

　
　

12
日

　
　

16
日

　
　

19
日

　
　

27
日

10施設一体型小中一貫やまと
学園の新設に向けた検討進む
施設一体型小中一貫やまと学園の新設に

向けて、学校や地域、保護者の代表が中

心となった準備委員会における様々な議

論を参考に、先行する大和小学校の再編

や施設整備基本計画の検討が進みまし

た。

日鉄ステンレスが、品質対応能力の

向上と高付加価値・難製造製品のメ

ニュー拡大のため、約 320 億円で光製

鋼工場内のスラブ用連続鋳造設備の更

新を決定し、山口県立ち会いのもと、

市と同社の間で設備更新の協定書に調

印しました。

8日鉄ステンレスが設備更新
に約320億円の大型投資

中国ジェイアールバスが周防営業所の

廃止を表明し、市内で運行するバス路

線が令和 6 年 3 月末で廃止されること

となりました。この代替として、防長

交通と周南近鉄タクシーにより新たな

バス路線が運行される見通しとなりま

した。

9ジェイアールバスが撤退、
代替路線の方向性が決まる

虹ケ浜でのウェディングや子ども向け

のイベントの実施、峨嵋山の桟敷の再

生や室積観光マップの刷新など、民間

団体が主体的に行う、本市ならではの

魅力を発信・発見する取り組みを支援

しました。

3イベントやＰＲ活動を主体
的に行う民間団体を支援

伊藤博文公のご子孫から寄贈を受けた

墨書や絵画、工芸品など伊藤家ゆかり

の愛蔵品を展示する特別展を開催しま

した。

伊藤家において愛用された逸品が一堂

に初公開され、多くの人が伊藤公への

愛着を深めました。

5伊藤家愛蔵品の寄贈、伊藤
公資料館で展示

7スポーツ各競技で光市ゆか
りの選手が躍動
光高校野球部が春のセンバツで初勝利

を挙げ、セーリング競技で光市勢がイ

ンターハイと国体で優勝、田中志歩選

手が柔道アジア大会で金メダル獲得、

日鉄ステンレス硬式野球部の社会人野

球日本選手権大会出場など、スポーツ

で光市ゆかりの選手が活躍しました。

2ＳＤＧｓチャレンジ光ひま
わりプロジェクトを開始
地域の農業者が景観作物のひまわりの

種を植える「ＳＤＧｓチャレンジ　光

ひまわりプロジェクト」の実証実験を

開始しました。7 月には一面に満開の

ひまわりが広がり、11 月にはひまわ

りを肥料にすき込み栽培したブロッコ

リーの販売が開始されました。

市民福祉の向上と健康の増進を図る憩い

の場として平成24年にオープンした「三

島温泉健康交流施設（ゆーぱーく光）」

の来場者が100万人を突破しました。

筋肉痛、疲労回復の効能があり、地元に

愛される天然温泉は、予想より早期に

100万人を達成しました。

1ゆーぱーく光来場者 100 万
人突破

4水道の未来に思いをはせる
「タイム送水管」を埋設
「100年後も変わらない『安心』を蛇口か

ら」への思いを込めて、多くの人が水道

まつりで寄せ書きした送水管が、主要地

方道光柳井線の地下に埋設されました。

安全で美味しい水を市民のもとへ運ぶ

この送水管は、将来にわたって暮らし

を支えていきます。

6市長と市内の中学・高校の生
徒が語り合う
未来の光市にふさわしい「都市宣言」

を考えることを通じて、まちへの愛着

を深め、市政への関心を高めるため、

市内の中高生が市長とひかりの未来に

ついて語り合いました。

また、昨年の提言を具現化し、バスケッ

トボールコートを整備しました。


